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S−（4−Methylsulfonyloxyphenyl）IV−methylthiocarbamate

　　　（Methasulfocarb）の イ ネ苗成長 調節作用 に 関す る

　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎的研究
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　　Anew 　soil 　fungicide　wi 亡h　p【ant 　growth −regulating 　activity ，5−（4−mcthylsulfonyloxyphen −

yり N −lnethylth 正ocarba 皿 ate （methasulfoca ・rb ，　Kayabest   ，　 NK −191），　promoted 　the 　elongation

of 　rice 　seedling 　roots 　ill　w 乱ter　clllture ・　1こ5pecially 　at 　a 　rate 　frolll　32PP1 皿 　to　l2．8Ppm
thc 　 root 　 clongation 　 was 　 remarkably 　 accelcrated ． α

一Naphthylamine 　 oxidation 　 Qf 　the 　 rice

seeldingroots 　jncrcased　with 　 all　soil 　application 　of 　methasu 工focarb　IO％　dust　at 　a　ratc 　from

gmg 　to　720　mg 　a・i・per　500　nll　 soil 　bef〔兀 e　 seedillg ．　In　the　cxperiment 　usingthe 　rice 　scedlings

exposed 　to　a　temperature 　of 　5QC 　fQr　2　days ，　 ec−uaphthylaminc 　oxidation 　activity 　was 　strollger

in　the　seedlin 呂s　jn　 mct ｝iasulfocarb 七reated 　soiht 　a　rate 　of 　80　mg 　a ．i．　beforc　seeding 　th　al1 　in

thosc　in　untreated 　soiL 　The 　clllorophyll 　in　tllc　2nd 　and 　3rd　lcaves　jncreased　 as 　 niethasul −

focarb　 was 　applicd 　at 乱 rat じ fτom 　l601ng　to　400　mg 　a ．i．　The 　degradatioll　of　cll！oroplly11 　in
the　3rd　leaves　reduccd 　i、・i七h　the 　application 　of 　mcthasulfocarb 　at 　a 　rate 　of 　80　m 琴 a ．i．　 Water
工oss 　of 　the 　detached 　3rd　leaf　increased　with 　apPlicatiorl 　of 　lnethasulfocarb 　at 　a 　ratc 　of 　80 τng

a ．t　The 　results 　 suggested 　th 乱 t　stomatal 　 aper 七ure 　 of 　thQ　leaves　from 　the 　soil 廿 eated 　witll

methasulfocarb 　was 　widcr 　than 　that　Qf　tlle　leaves　from 　the 　soil 　urltreated ，

緒 言

　S −（4一メ チ ル ス ル ホ ニ ル オ キ シ フ ェニル ）N 一メ チ ル チ

オ カ ル バ マ ート （メ タ ス ル ホ カ ル ブ
，

カ ヤ ベ ス ト  ，N κ・

ユ91 ）は イ ネの 育苗期間中 に 発生す る 各種土壌病原菌に

起因す る イ ネ苗立枯病に 卓効 を 示 ず
・2〕．ま た 同時に 発根

促進作用 ， 徒長防止作用，苗 の 充実度 を 高 め る作用 ，活

着促進作用等 の イ ネ苗成長調節作用 お よび 生 理 的障害と

もい わ れ る ム レ 苗を防止す る 効果 を有す る
2，4）．そ こ で著

者 らは こ の メ タ ス ル ホ カ ル ブ に よ る イ ネ 苗成長調節作用

お よ び ム レ 苗防止 効果 の 裏づけ と な る い くつ か の 生理的

な基礎実験を行 な っ た．す な わ ち メ タ ス ル ホ カ ル ブ の

α
一
ナ フ チ ル ア ミ ン 酸化力 で み た 根 の 生理的活力に 及ぼ

す影響，葉緑素含量 に 与 え る 影 響 お よび ［刀離葉 の 水 分 減

損率 に 及ぼ す影響 に つ い て 検討 した ．
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実　験　材　料

　1． 供 試 薬 剤

　 メ タ ス ル ホ カ ル ブ 10％粉剤お よ び 50％ 水和剤 を 用 い

た，

　 2． 供 試 イ ネ

　 イ ネ の 晶種 日本晴を用 い た．種子 は 塩水選 し ， チ ウ ラ

ム ・ベ ノ ミ ル 水 和 剤 の 200 倍液 に 20 °C で 48 時間浸漬

した の ち ， 鳩胸程度 に 催芽 し た もの を用 い た．

　3． 水耕栽培用容器

　直径 9cm
， 深 さ 6　cni の ガ ラ ス 容器 に 上部か ら 1　 ern

の 深 さ に な る よ うに ス テ ン レ ス 製 の 金網を取 り付 けて 使

用 した ，

　 4． 供試育苗箱

　育苗に は 15cm 　x　12cm × 4cm の プ ラ ス チ ッ ク容器 （通

常 の 育苗箱 の ユ110）を用 い た．

　 5． 供 試 土 壌

　供試土壌 の 土性 お よ びそ の 殺菌方法 は す べ て 前報
1）

と

同様 で あ る ．施肥量 は 上壌 500ml 当 り硫酸 ア ソ モ ニ ウ

ム O．75g ，過 リ ソ 酸石灰 0，75g お よ び塩化 カ リ ウ ム O・4

9 と し た 。

実験方法 お よび結果

　1． イネ苗 の 生育に及ぼす メ タス ル ホ カル ブの 影響

　　　 （水耕栽培）

　イ ネ tw　30粒を メ タ ス ル ホ カ ル ブ 50％水 和剤 の 蒸留水

稀釈液 350m1 を 入 れ た 水 耕栽培用容器 の 金網 の 上 に 置

き， イ ネ籾 が 水耕液中に 浸 る よ うに した ．水耕液が減少

した 場合は 蒸留水 を補給した ．栽培は や や 低温の 条件で

行 な っ た ，す な わ ち初期 3 日間昼 25 °C，夜 20 °C ，4 日

目以降昼 20 °C，夜 18 °C の 人 工 気象室内 （日長時間 は

15時間）で 栽培 し ，
14日後 に 根長 を調査 した ．メ タ ス ル

ホ カ ル ブ の 濃度 は 原体換算 で 3277ppm か ら O．2PPm ま

で の 10 段階 とし た，実験 は 3 連制 で 行な っ た ．

　結果 は Fig．1 に 示 した とお りで あ る，根長 は 高濃度

の 205ppm 以 上 で 抑制 され た が ，0．2　ppm か ら 12・8ppm

で は 無処理 区 に 比 しい ずれ も長 く， とくに 3．2ppm か ら

12，8ppm で 著 しか っ た．

　以上 の よ うに メ タ ス ル ホ カ ル ブ は 水耕栽培で イ ネ 苗 の

根の 伸長を促進 した ．

　2． イ ネ苗 の 生育に 及ぼ す メ タ ス ル ホ カ ル ブの 影響

　　　 （土 耕栽培）

　 供試育苗箱 に メ タ ス ル ホ カ ル ブ 10％粉剤 の 所定量 を 混

和 した 土壌を床土 と して 350m1 ，覆土 と し て 150　 ml 使

用 し ， 深さ 0．8cm と な る よ うに 覆 土 し て 育苗 した．メ

0
　
　

　
　

0
　

　

　

　
0
　

　
　

　

0

5
　
　

　
　

4
　

　

　

　
3
　
　

　

　
2

　
　

　〔
E「
ε

石

響
2
一
〇

〇
匡

10

oO

　　O2 　　0、B 　3．2 　12．85t ．2 　205 　819　32了7

　Co「xコentration 　of　methaulfocarb ｛ppm ）

Fig．1　 Effect　 of 　 methasulfecarb 　 o ：1　 the　 grGwth
of 　rice 　seedling 　root 　in　water 　culture ，

Each 　 vcrtical 　 line　 indicates　 the　 standard 　 devia−

tiOll．

タ ス ル ホ カ ル ブ の 混和量 は 土壌 500　ml 当 りの 原体換算

で 1215mg か ら 5mg の 3 倍稀釈の 6 段階と し た ，播種

量 は供試育苗箱当 り乾籾重 で 20g とし た ．育苗 は播種

後 2 日間 33 °C，湿度100％で 加温出芽させ ， 3 日 目は 昼

25 °C ，夜 20 °C ，4 日 目以降は 昼 20 °C ，夜 18 ° C （日長時

間は 15時間）で 行 な い ，播種後 40 日 目に 生育状況を 調

査 した ．実験 は 3 連制 で 行 な っ た ．

　結果 は Table 　1 に 示 した．根数 は メ タ ス ル ホ カ ル ブ 10

％ 粉剤 の 土壌 500ml 当 りの 原体換算量 で 5mg か ら 405

mg の 処理 で 多 くな っ た．根色 は 45　ing 以上 の 処理区 で

褐変 が 見 られず白色で きれ い で あ っ た ，第 2 葉 の 葉色 は

151ng 以上 の処理区 で無処理区よ りも濃 く，とく1こ 135

mg 以上で 顕著 で あ っ た ．根張 りは 135　mg 処理 区で き

わ め て 良好で あ っ た ．

　 な お 以下 の 実験 に 供 試 し た イ ネ 苗 は メ タ ス ル ホ カ ル ブ

の 処 理 薬量 を 除 き，こ こ に 述 べ た 育苗方法 で 得 た もの で

あ る．また 薬剤処理量 に つ い て は 以後 メ タ ス ル ホ カ ル ブ

10％ 粉剤 の 上 壌 500ml 当 りの 原体換算量 で 表わ す こ と

とす る．

　 3． イネ苗の 根 の α
一
ナ フ チ ル アミン 酸化力 に 及ぼす

　　　 メ タス ル ホ カ ル ブ の 影響

　 播種後 23，34 お よ び 41 目の 苗を 供試 した ，α
一
ナ フ

チ ル ア ミ ン 酸化力 の 測定 は 山 田 ら
3 ）

の 方法 に 従 っ て 行 な

っ た．メ タ ス ル ホ カ ル ブ の 処理量 は 23 日苗 の 場合 は 80

mg
， 34 日苗 の 場合は 9，80 お よび 720　mg ，41 日苗 の
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Table 　l　Effect　of 　nlethasulfocarb 　on 　the 　characters 　of 　r 重ce 　seed 正ing　with 　soil 　application

before 　seeding （40　days 　old 　rice 　seedli119 ）．

　 　 Rate 　of

methasulfocarb

（mg ／500　ml 　soi1 ）

　 Color   f　the
　 　 2nd　leaf

Ye ！lowish 　green
Yellow 三sh 　green
Slightly　yellowish　green
Slightly　yel］owish 　green
GreenGrecnGreen

Colorofroot Rootgrowth Numberof
　 root

Untreated 　control

　 　 　 　 5

　 　 　 　 15
　 　 　 　 45

　 　 　 135

　 　 　 405
　 　 　 1215

BrownPale
　Brown

Pale　Brown
WhiteWhiteWhiteNX

［hite

GOQdGoodGoodGoodVery

　good
GoodSlightly

　inferior

6．4c ＊

8，0a8

，2a8
．Oa7

．6ab7
．Obc6
．2c

＊ Means 　fol】owod 　by 　the　same 　lctter 　arc 　not 　 signiticantly 　 clifferent （p ＝ 0．05）according 　to　Duncan 層
s

　 multiple 　range 　test．

Table　 2　 Effect　（♪f 皿 ethasulfocarb 　oll 　 the　a −

naphthylalnine 　 oxidation 　activity 　of 　rice 　seedlin9

τoots 　with 　soil 　application 　bcfore　seedillg ．

　 　 　 Rate　 of

　 methasu 】focarb

　 （mg ／500　ml 　soil ）

23days 　old 　seedIing

　 　 　 　 O

　 　 　 　 80

34days 　old 　seedling

　 　 　 　 O

　 　 　 　 9
　 　 　 　 80

　 　 　 720

41days 　old 　seedling

　 　 　 　 O

　 　 　 　 27
　 　 　 　 80

　 　 　 240

α
一Naphth ￥1amine

　 oxidat101 ユ

　 bv 　the　rootsH ）

Table 　 3　 Effect　o 正　lnethasulfocarb 　on 　the　ct−

naphthyl εしmine 　 oxidation 　 activity 　of 　thc 　roots 　of

l4　days　 old 　 ricc 　 secdlillg 　a 吁ectcd 　by 　low 　temper −

uture ．z ）

0
ρ

DO31
　
1

100135133111

醸飜脇 謐 f、t・） 鵡鞴驚
0

80

十

一

十

8410097100

04

亠
4・

1

02011
　

1
　
1
　
1

a ） Met11乱sulfocarb 　treatment 　was 　 made 　 with 　 soil

　 apPlication 　before　sccding ．
b冫 Coo】ing　treatlnent　 was 　 made 　 by 　 exposil19

　 seedlings 　to　thc　low　temperature 　at 　50C　fQr

　 2days ，
°） at−Naphtllylamine 　oxidatiGn 　value 　is　the　per−

　 centage 　to　the　chemical 　and 　cooling 　untreated

　 CQntrol ．

9 ） ct−Naphthylamine 　exidation 　value 　is　the 　per−

　 centage 　to　the　untreated 　 contro1 ．

場合 で は 27，80 お よ び 240mg と し た ．実験 は 3 連制

で 行な っ た，

　結果は Table　2 に 示 し た．薬剤処理区 の イ ネ 苗 の 根 の

α
一
ナ フ チ ル ア ミ ン 酸化力は 無処理区 の 値を 100 と し， そ

れぞれ比数 で 表 示 した ．23 日苗 の メ タ ス ル ホ カ ル ブ 80

mg 処 理 区で は 無処理区 に 比 し 36％ 増加 し た．また 34

日苗 の 9
，
80 お よび 720mg 処理区で は 同様 に それぞれ

35，33 お よび 11％ 増加 し，さ らiC　 41 口苗 の 27，80 お

よび 240　mg 処 理 区 で は そ れぞれ 24，4 お よ び 1ユ％ 増

加 し た ．

　この よ うに メ タ ス ル ホ カ ル プ 10％ 粉剤 が 土壌 500m ［

当 りの 原体換算量 で 9mg か ら 720　mg の 広 い 範囲 の 処

理薬量 の 播種前土壌混和処 理 で ， 播種後 23 日か ら 41 日

の イ ネ苗 の 根 の α
一
ナ フ チ ル ア ミ ン 酸化力 を 増大 さ せ る

こ とが 明 らか で あ る．

　4． 低温処理イネ苗 の 根 の α
一
ナフ チ ル ア ミ ン 酸化力

　　　に 及 ぼ す メ タス ル ホ カ ル プ の 影響

　育苗期間中 の 低温処理 ，す な わ ち播種後 12 日目か ら

1・1 日 目ま で の 2 日間 5 °C の 低温処理 を行な い ，低温処

理終了直後の 14 日苗 の 根 の α サ フ チ ル ア ミ ン 酸化力を

測定 し た．メ タ ス ル ホ カ ル ブ の 処 理 薬量 は 80mg と し

た．実験は 3連制で 行な っ た．

　結果 は Table　3 に 示 した ． α
一
ナ フ チ ル ア ミ ン 酸 化 力

は 低温処理 お よ び薬剤処 理 を 施 さ ない 区 の 値を エQOと し ，

それ との 比数で 表示 した．メ タ ス ル ホ カ ル ブ処理 を行な

わ な い 場 合は 2 日問 5℃ の 低温処理 に よ り α
一
ナ フ チ ル

N 工工
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Table 　4　Effect　of 　methasu1 『ocarb 　otl 　chlorophyll

collteTlt 　in　thc 　2nd 　and 　3rd　lcaves 　with 　soil 　 ap −

plication　before　seeding ，

Tablc 　5　Effcct　 of 　 mcthasu1 「ocarb 　 on 　the 　degra−

datioII　ofchlorophyll 　in　the 　3rd　leaves　of 　40　days

Qld 　seedling ．

　 　 Rate 　 o 「

methasulfocarb

（mg1500 　ml 　soil ）

ChloroPhyll　contenta ）

211d　Ieaf 　of

35daVs 　old

　 seedlin9

3rd　leai　 of
36days 　old

　seedlin9

　 　 Rate 　of

metha 『 ulfocarbn ）

（mg ！500 　ml 　soiP

Degradation 　of

chl 。 r ・ Phyllb ）

　　　〔％）

Untrcated 　controL

　 　 　 4 

　 　 　 8  

　 　 　 160

100155126137 10011

 

114113

Uutreated　 colltro1

　 　 　 　 27
　 　 　 　 80

　 　 　 　2斗0

71．562

．864

．262

．5

u ）
　Chlorophyll 　content 　value 　is　tlle　per（冫entttge

　 to 　the 　 UII 士reatcd 　 cuntru1 ．

ア ミ ソ 酸化力bt　16％ 低下 した が ，
メ タ ス ル ホ カ ル ブ 80

1ng 処理区で は，そ の 低下 は 3 ％ に 抑え られ た，

　 こ の よ うに メ タ ス ル ホ カ ル ブ は 育苗期間中 の 低温遭遇

に よ る α
一
ナ フ チ ル ア ミ ン 酸化力の 低下 を 軽減，す な わ

ち根 の 生理的活力の 低
一
ドを軽減し うる こ とが判明 した ．

　5。 葉緑素含量 に 及ぼす メ タス ル ホ カル ブの 影響

　35 目 曲の 第 2 葉 と 36 日苗 の 第 3 葉 を 供試 し ， 葉緑素

含量 を 測定 し た ，供試葉 を細切 し，80％ メ チ ル ア ル コ
ー

ル で 葉緑素を抽 出 し た の ち ，
66   nm の 吸光度を 測定 し

て 葉緑素含量 と し た． メ タ ス ル ホ カ ル ブ の 処理薬量 は

40，80 お よ び 16 〔〕mg と した ．実験は 3連制 で 行な っ た ，

　結果 は Tnble　4 に 示 し た．葉緑素含量 は 無処 理 区 の 値

を 100 とし，それぞれ比数 で 表示 し た．35 日苗 の 第 2 葉

の 葉緑素含量 は メ タ ス ル ポ ヵ ル ブ 40，80 お よ び 160mg

処 理 区で それ ぞれ無処理区 に 比 し 55，26 お よ び 37％ 高

か っ た ．36 口苗 の 第 3 葉 で は メ タ ス ル ホ カ ル ブ 40，80

お よび 160　mg 処理 区で それぞれ無処理区に 比 し 10，14

お よ び 13％ 高か っ た ．

　 こ の よ うに メ タ ス ル ホ カ ル ブ が イ ネ 苗 の 葉緑素含量 を

高 め る こ とが 判明 し た ．そ の 効果は 策 3 葉よ り第 2葉で

顕 著 で あ っ た．

　6． 葉緑素保持力に及ぼす メ タ ス ル ホ カル ブの 影響

　 メ タ ス ル ホ カ ル ブ処理 した 40 日苗 の ng　3 葉 を切 り取

り，試験管 に 入れ て 切 り 口 を蒸留水 で 浸 し密封 した の ち ，

30℃ 暗黒条件に 置 ぎ 4 日後 に 葉緑素含量を測定 し た ．

な お 葉緑素分解率 は 切 り取 り直後 の 葉緑 素 含量 との 差 か

ら算 出 し，葉緑素保持力 と し た．メ タ X ル ホ カ ル ブ の 処

理薬量 は 27，80 お よび 240mg と し た，実験は 3 連制

で 行な っ た．

　 結果 は Table　5 に 示 し た．葉緑素分解率は メ タ ス ル ホ

ヵ ル ブ 27，80 お よび 240mg 処理 区で ，それぞれ 6L，8，

64．2 お よ び 62，5％ で あ り，無処 理 区 の 71．5％ に 比 し

の 　1〜lethasulfocarb　treモしtlllellt　was 　made 　with 　soil

　 application ．

b ・

（1
一
臨 淵 lii膿 1）・ 1・・

　 ChlQroPhyll 　 coIlte1 夏t　l　 was 　detected　just　 after

　 the　3rd　leaves　wcre 　d じtached ．　Chlorophyll
　 cunte ユユ士 2was 　detected　 after 　the 　dctachcd 　3Td

　 letLves　were 　expotted 　to　300C 　for　4　days・

7〜9 ％ f氏力 ・ っ た．

　 こ の 結果は メ タ ス ル ホ カ ル ブが イ ネ 苗 の 葉緑素保持 力

を高 め る作用を有す る こ とを 示 して い る．

　7 ． 切離葉の水分減損率に 及ぼ す メ タ ス ル ホ カル ブ の

　　　影響

　 メ タ ス ル ホ カ ル ブ処理 し た 22 日苗 の 第 3 葉 を 切 り取

り，そ の 直後 か ら葉重 の 変化を経時的 に 100分間測定 し ，

水 分 減損率 を 求 め た ． メ タ ス ル ホ カ ル ブ の 処理 薬量 は

80　n コg と し た．実験 は 3 回繰 り返 し行な っ た．

　結果 は Table　6 に 示 した ．切 り取 り直後の 葉重 を 100

と し，以後の 葉重は それ との 比数で 表示 した ．こ の 数値

の 減少率を水分減損率 と し た．第3 葉 の 切り取 り後の 水

分減損率は そ の 差 は 小さい もの の い ずれ の 実験 に お い て

も メ タ ス ル ホ カ ル ブ 80mg 処理 区 で 大 きくな っ た ．す

な わ ち 切断後 1σ 分 で O．3％ か ら 1 ％，20 分 で 0・6％ か

ら 1・1％ 水分減損率 は 大 きくな り，そ の 後そ の 差は し だ

い に 小 さ く な っ た．

考 察

　本研究で は Fig．1 に 示 した よ うに メ タ ス ル ホ カ ル ブ が

：3・2　ppm か ら 12．8pp エn の 濃度 で 比較的低温条件下 で の

水耕栽培で も イ ネ 苗 の 根 を 顕著 に 伸 長 させ る こ とが認 め

られ，前報
4）

と ほ ぼ同様 の 傾向で あ っ た ．

　 Table　 2 に 示 し た よ うに メ タ ス ル ホ カ ル ブ 9mg か ら

720mg 処理 で 23 日苗，34 日苗お よび 41 日苗 の 根の α
一

ナ フ チ ル ア ミ ン 酸化力を 4〜36％増大 させ た．α
一
ナ フ チ

ル ア ミ ン 酸化力 は 呼吸 とパ ラ レ ル な関係 に あ る
3） と さ れ

て お り，メ タ ス ル ホ カ ル ブ処理 に よ り α
一
ナ フ チ ル ア ミ
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Table 　6　 EfEect　of　methasulfocarb 　on 　the　watcr 　loss　of 　thc　3rd　luaf．

Water 　loss　of 　the 　3rd　Ieaf（％ to　the　initial　weight 　of 　the　3rd　leaf）
．1・linutes　after
the　3rd　leaf

was 　detached
Test　 l Tcst 　 2 Tcs七 3

Ma ） Cb 〕 M 　　　　 　　 C

00

 

0

 

000000

　

123456

フ

89

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

10094
．190

．587
．383
．379

．375
．471
．467
，664

．060
．4

10095

．191

．588
．工

83．8

フ9．875
．971
．967

．964
．260
．6

10093

．688

．885
．斗

8L376

．672
．868
．66

・1．761
．458
，9

10094

．289

．985
．981
．877

．073
．268
．965

．161
．659
．L

　 MlOO97

。194
．692
．891
． 

89．287
．585
，784

．082
．380

．6

C1009

ア．495
．293

．091
．289
．487

，685
．884
．182

．480

．8

R ）　Methasulfocarb 　trcated　 with 　soil 　applicatiDn （80　mg 　a ．i．ノ500　n ユ1　soil ）．
b）　 Untreatcd 　control ，

ソ 酸化力 で み た イ ネ 苗 の 根 の 生 理 的活力の 高ま る こ とが

認め られ た．こ の こ とか ら可 能性 の
一

つ とし て メ タ ス ル

ホ カ ル ブ が 根 で 生成 され る サ イ ト カ イ ニ ン
5〕

の 活性 を高

め て い る こ と も考え られ る． さ ら に Table　4 お よ び 5

に 示 し た よ うに メ タ ス ル ホ カ ル ブ処理苗 の 葉緑素含量 お

よび葉緑素保持力が高ま o ．て い る こ とは こ の こ とを支持

し て い る ．なお メ タ ス ル ホ カ ル ブ の 葉緑素保持 力増強効

果 が 第 3 葉 よ り も第 2 葉 で 強 く現 わ れ て い る が ，こ れ は

老化現象が下位葉か ら起 こ るた め と 思わ れ る，

　第 3 葉 の 切 り取 り後 の 水 分減損率 の 経時変化 は 3 回 の

繰 り返 し 実験 で 差は 小 さ い もの の ， すべ て メ タ ス ル ホ カ

ル ブ処理苗 で 大 ぎくな っ た ，こ の こ とか らメ タ ス ル ホ カ

ル ブ 処理苗 は 気孔開度 が 大 きい 傾向が 示唆され ， 気孔開

度 は 光合成速度 と密接な関係
6） が あ る こ と よ り， 光合成

能力が 高 ま っ て い る 可 能性 も考 えられ ，今後 さ らに 検討

を要す る．

　以上 の よ うに メ タ ス ル ホ カ ル ブ処理 に よ り イ ネ苗の 根

の α
一
ナ フ チ ル ア ミ ソ 酸化力 の 増大 ， 葉緑素含量 お よび

葉 緑 素保持力 が 増 大 す る こ とが 明 らか に さ れ，こ れ らは

健苗化に 役立 つ もの と考え られ る．

　 イ ネ の 育苗箱 で の ム レ 菌 の 発生原因 に つ い て は 生理 的

障害の 面と植物病原菌 に よ る病害の 面か ら検討さ れ て い

るが ，ム レ 苗が発生す る た め に は イ ネ苗が低温 に 遭遇す

る こ とが必須条件
7） と され て い る．すで に ム レ 苗防除効

果 の 認 め られて い る ヒ メ キ サ ゾー
ル に お い て は ， イ ネ 苗

の 根 の 生 理 的活 力 を 高 め る
S，9’　） こ と が 知 られ て お り，メ

タ ル ス ホ カ ル ブ処理 は イ ネ苗の 根の 生育 を 促進 し，生理

的活力を高め る とともに ，イ ネ 苗立枯病菌 の 生育 を 阻 止

し
1° ），イ ネ苗立枯病防除効果を有す る

1） こ とが 知 られ て

い る．した が っ て メ タ ス ル ホ カ ル ブ は イ ネ苗 の 生理的活

力 の 増強 お よ び土壌病原菌の 生 育阻害とに よ っ て ム レ 苗

を防止 す る もの と考え られ た．

要 約

　・S−（4
一

メ チ ル ス ル ポ ニ ル オ キ シ フ ェ
ニル ） tN 一メ チ ル チ

オ カ ル パ
r
“　F一ト （メ タ ス ル ホ カ ル ブ

， カ ヤ ベ ス ト   ，八K ・

1・91 ）の 水溶液を 用 い ，や や 低温の 条件 で 行な っ た イ ネ

の 水耕栽培 で メ タ ス ル ホ カ ル ブ は 濃度 0．2ppm か ら 12・8

ppm で 苗 の 根 の 伸長 を 促進 し，と くに 3．2ppm か ら 12，8

ppm で 著しか っ た ．メ タ ス ル ホ カ ル ブ 10％ 粉剤 の 用土

500　ml 当 りの 原体換算量 で 9m9 か ら 72e　nn9 の 播種前

土壌混和処理 （以下 メ タ ス ル ホ カ ル ブ 80mg 処 理 な ど と

記 す） で 23 日苗，34 日苗 お よ び 41 目苗 の 根 の α
一
ナ フ

チ ル ア ミ ン 酸化力を増大 させ た．メ タ ス ル ホ カ ル ブ 80

mg 処 理 は 播種後 12 日 目か ら 14 日 目 まで 2 目間 5℃ の

低温処理を行 な っ た 14 日苗 の 根 の α
一ナ フ チ ル ア ミ ソ 酸

化力 の 低下を軽減 し た， メ タ ス ル ホ カ ル ブ 40mg か ら

160　mg 処理 は 35日苗の 第 2 葉 と 36 日苗の 第3 葉 の 葉縁

素含量 を増加 さ せ，こ の 作用 は 第 2 葉で 著 しか っ た ．メ

タ ス ル ホ カ ル ブ 27mg か ら 240　mg 処 理 は 40 日苗 の 第 3

葉の葉緑素保持力を増強させ た．さ らに メ タ ス ル ホ カ ル

ブ 80mg 処 理 は 22 日苗 の 第 3 葉の 切 り取 り直後 の 水 分

減損率を増大 させ る傾向で あ っ た ．

　以上 の よ うに メ タ ス ル ホ カ ル ブ の 播種前土壌混和処 理

は イ ネ苗 の 根 の 生理 的活力を 高め ， 葉緑素含量 も高 く保

持す る．こ れ らの 作用が イ ネ の 健苗化 な らび に ム レ 苗防
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除効果 と密接 に 関係 が あ る も の と考 え られ た ．

　本稿を草する に 当た っ て 発表 の 機会を 与え られ た 日本

化薬株式会社化学品事業本部農薬事業部長大森 正己氏，

同上 尾研究所長石 田秀弌博 士 な らび に メ タ ス ル ホ カ ル ブ

の 合成 に携わ っ た 同研究所手 島石夫氏 に 深謝 の 意を表す

る．
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